
(57)【要約】

【目的】ＥＭＩの発生を抑止した超音波探触子を提供す

る。

【構成】外周側面に設けられたシールド材によって電界

遮蔽され、両主面に励振電極を有して前面に音響整合層

を有する圧電素子からなる超音波探触子において、前記

励振電極とは電気的に独立して前記音響整合層の全面に

設けられ、前記シールド体に全周において電気的に接続

した導電遮蔽膜を有する構成とする。また、例えば前記

シールド材は開口端面を有する金属ケースであって、前

記圧電素子は前記開口端面に配置された単板又はドップ

ラー型の分割板とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 周 側 面 に 設 け ら れ た シ ー ル ド 材 に よ っ て 電 界 遮 蔽 さ れ 、 両 主 面 に 励 振 電 極 を 有 し て 前 面
に 音 響 整 合 層 を 有 す る 圧 電 素 子 か ら な る 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 励 振 電 極 と は 電 気 的
に 独 立 し て 前 記 音 響 整 合 層 の 全 面 に 設 け ら れ 、 前 記 シ ー ル ド 体 の 全 周 に お い て 電 気 的 に 接
続 し た 導 電 遮 蔽 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 シ ー ル ド 材 は 開 口 端 面 を 有 す る 金 属 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 圧 電 素 子 は 前 記 開 口 端 面 に
配 置 さ れ た 請 求 項 １ の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 圧 電 素 子 は 単 板 又 は ド ッ プ ラ ー 型 と す る 分 割 板 で あ る 請 求 項 ２ の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 シ ー ル ド 材 は 前 記 圧 電 素 子 を 保 持 す る 基 台 の 外 周 側 面 に 設 け ら れ た 導 電 箔 で あ る 請 求
項 １ の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 圧 電 素 子 は 複 数 個 が 並 べ ら れ た 配 列 型 で あ る 請 求 項 ４ の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 例 え ば 医 用 の 超 音 波 診 断 装 置 に 使 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 を 産 業 上 の 技 術 分 野 と し
、 特 に Ｅ Ｍ Ｉ （ 電 磁 波 障 害 ） を 抑 止 し た 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
（ 発 明 の 背 景 ） 超 音 波 探 触 子 は 超 音 波 の 送 受 波 部 と し て 超 音 波 診 断 装 置 に 適 用 さ れ 、 特 に
生 体 の 疾 患 部 か ら の 情 報 を 収 集 し 、 医 用 に 貢 献 し て い る 。 近 年 で は 、 通 信 機 器 を 含 む 各 種
の 情 報 機 器 か ら の 信 号 漏 れ 等 に よ る 超 音 波 探 触 子 の 誤 動 作 が 危 惧 さ れ 、 至 急 の Ｅ Ｍ Ｉ 対 策
が 求 め ら れ て い る （ 参 照 ： 特 開 平 ７ － ７ １ ３ ５ １ １ 公 報 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
（ 従 来 技 術 の 一 例 ） 第 ５ 図 は 一 従 来 例 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。
超 音 波 探 触 子 は 分 割 型 と し た 所 謂 ド ッ プ ラ ー 型 （ ド ッ プ ラ ー 探 触 子 と す る ） か ら な る 。 ド
ッ プ ラ ー 探 触 子 は 円 板 状 の 圧 電 素 子 １ を 中 央 に 遮 蔽 板 ２ を 設 け て 、 半 円 状 に 分 割 さ れ た 送
信 用 １ ａ と 受 信 用 １ ｂ か ら な る 。 圧 電 素 子 １ の 両 主 面 に は 全 面 に 励 振 電 極 ３ （ ａ ｂ ） を 有
す る 。 そ し て 圧 電 素 子 １ の 外 周 側 面 が 内 部 の 第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ に 接 着 剤 ５ に よ っ て 固 着 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ の 上 面 を 含 め た 外 周 面 に は 金 属 膜 ６ を 有 す る 。 第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ の 外 周
側 面 は 、 図 示 し な い 接 着 剤 ５ に よ っ て 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス ７ に 固 着 す る 。 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス ７ は
シ ー ル ド ケ ー ス ８ に 収 容 さ れ る 。 こ れ ら の 第 １ 及 び 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス ７ は 開 口 面 を 同 一 面 内
に し て 圧 電 素 子 １ の 前 面 に 一 致 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 圧 電 素 子 １ の 周 回 す る 外 周 と 第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ と の 表 面 を 金 属 箔 ９ に よ っ て 電 気
的 に 接 続 す る 。 要 す る に 、 前 面 の 励 振 電 極 （ 前 面 電 極 ３ ａ と す る ） と 第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ の
金 属 膜 ６ と を 、 全 周 に わ た っ て 金 属 箔 ９ に よ っ て 接 続 す る 。 さ ら に 、 シ ー ル ド ケ ー ス ８ を
含 め た 圧 電 素 子 １ 上 に 各 層 が λ ／ ４ と な る 多 層 例 え ば ２ 層 の 音 響 整 合 層 １ ０ （ ａ ｂ ） を 形
成 す る 。 ま た 、 第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ の 下 面 の 金 属 膜 ６ に は 送 受 信 側 に て ア ー ス 用 の 、 後 面 の
励 振 電 極 （ 後 面 電 極 と す る ） ３ ｂ に は 信 号 用 の リ ー ド 線 １ １ （ ａ ｂ ） が 接 続 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
送 受 信 側 の 各 リ ー ド 線 間 に は 圧 電 素 子 １ を 分 割 す る 中 央 領 域 か ら 遮 蔽 板 ２ が 延 出 す る 。 ま
た 、 例 え ば シ ー ル ド ケ ー ス ８ と 遮 蔽 板 ２ は 電 気 的 に 接 続 し て 、 各 リ ー ド 線 １ １ （ ａ ｂ ） は
独 立 し て シ ー ル ド ケ ー ス ８ の 後 端 を 密 閉 す る ケ ー ブ ル に よ っ て 延 出 さ れ 、 診 断 装 置 本 体 に
接 続 す る 。 な お 、 シ ー ル ド ケ ー ス ８ は 図 示 し な い 容 器 本 体 に 収 容 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な も の で は 、 圧 電 素 子 １ の 側 面 は シ ー ル ド ケ ー ス ８ に よ っ て 電 界 遮 蔽 さ れ 、 前 面
電 極 ３ は ア ー ス 用 の 信 号 線 （ ア ー ス 線 と す る ） １ １ ａ に 接 続 す る 。 し た が っ て 、 前 方 か ら
の 電 界 は 前 面 電 極 ３ ａ に よ っ て ア ー ス 電 位 へ 、 側 面 か ら の 電 界 は シ ー ル ド ケ ー ス ８ に よ っ
て ア ー ス 電 位 に 接 地 さ れ る の で 、 各 方 面 か ら の 電 界 を 遮 蔽 す る 。 こ れ に よ り 、 外 部 雑 音 に
よ る 誤 動 作 を 防 止 し て 、 Ｓ Ｎ 比 を 良 好 に す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
（ 従 来 技 術 の 問 題 点 ） し か し な が ら 、 上 記 構 成 の ド ッ プ ラ ー 探 触 子 で は 、 前 面 電 極 ３ ａ は
ア ー ス 線 １ １ ａ に 接 続 し て ア ー ス 電 位 に 接 地 す る 。 こ れ に よ り 、 前 方 か ら の 外 来 雑 音 は 基
本 的 に ア ー ス 電 位 に 接 地 さ れ る が 、 ア ー ス 線 １ １ ａ の 線 径 は 小 さ く ア ー ス 電 位 に 接 地 さ れ
る ま で に 外 来 雑 音 に よ っ て 電 流 を 生 ず る 。 し た が っ て 、 こ の 分 の 電 位 差 を 信 号 用 の リ ー ド
線 （ 信 号 線 と す る ） １ １ ｂ と の 間 に 生 じ て 、 誤 信 号 の 受 信 を 含 め た 誤 動 作 を 招 く 、 Ｅ Ｍ Ｉ
の 問 題 が あ っ た 。 な お 、 ド ッ プ ラ ー 探 触 子 以 外 の 複 数 の 圧 電 素 子 を 並 べ た 配 列 型 に お い て
も 同 様 の 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 発 明 の 目 的 ） 本 発 明 は Ｅ Ｍ Ｉ の 発 生 を 抑 止 し た 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ で は 、 圧 電 素 子 の 励 振 電 極 と は 電 気 的 に 独 立 し て 音 響 整 合 層 の 全 面 に 導
電 遮 蔽 膜 を 設 け 、 前 記 導 電 遮 蔽 膜 と 外 周 側 面 の シ ー ル ド 材 と を 全 周 に お い て 電 気 的 に 接 続
し た 構 成 と す る 。 こ れ に よ り 、 圧 電 素 子 を 完 全 に シ ー ル ド す る の で 、 Ｅ Ｍ Ｉ の 発 生 を 抑 止
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
同 請 求 項 ２ で は 、 前 記 シ ー ル ド 材 は 開 口 端 面 を 有 す る 金 属 ケ ー ス で あ っ て 、 前 記 圧 電 素 子
は 前 記 開 口 端 面 に 配 置 し た 構 成 と す る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ル ド 構 造 を 明 確 に し て 圧 電 素 子
を 完 全 に シ ー ル ド で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
同 請 求 項 ３ で は 、 前 記 圧 電 素 子 は 単 板 又 は ド ッ プ ラ ー 型 の 分 割 板 と す る 。 こ れ に よ り 、 単
板 又 は ド ッ プ ラ ー 型 と し た 超 音 波 探 触 子 の シ ー ル ド を 完 全 に し て Ｅ Ｍ Ｉ の 発 生 を 抑 止 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
同 請 求 項 ４ で は 、 前 記 シ ー ル ド 材 は 前 記 圧 電 素 子 を 保 持 す る 基 台 の 外 周 側 面 に 設 け ら れ た
導 電 箔 と す る 。 こ れ に よ り 、 シ ー ル ド 構 造 を 明 確 に し て 圧 電 素 子 を 完 全 に シ ー ル ド で き る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
同 請 求 項 ５ で は 、 前 記 圧 電 素 子 は 複 数 個 が 並 べ ら れ た 配 列 型 と す る 。 こ れ に よ り 、 配 列 型
と し た 超 音 波 探 触 子 の シ ー ル ド を 完 全 に し て Ｅ Ｍ Ｉ の 発 生 を 抑 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 第 １ 実 施 例 】
第 １ 図 は 本 発 明 の 一 実 施 例 を 説 明 す る ド ッ プ ラ ー 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。 な お 、 前 従 来 例
と 同 一 部 分 に は 同 番 号 を 付 与 し て そ の 説 明 は 簡 略 又 は 省 略 す る 。
ド ッ プ ラ ー 探 触 子 は 、 前 述 し た よ う に 円 板 状 の 圧 電 素 子 １ が 遮 蔽 板 ２ に よ っ て 分 割 さ れ た
送 受 信 用 １ （ ａ ｂ ） を 有 し て 、 第 １ 及 び 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス ４ 、 ７ 及 び 金 属 か ら な る シ ー ル ド
ケ ー ス ８ に 収 容 さ れ 、 送 受 信 用 １ （ ａ ｂ ） と も に 前 面 電 極 ３ ａ が 金 属 箔 ９ に よ っ て 第 １ 樹
脂 ケ ー ス ４ の 金 属 膜 ６ に 接 続 し て ア ー ス 線 １ １ ａ に 、 後 面 電 極 ３ ｂ が 信 号 線 １ １ ｂ に 接 続
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 こ の 実 施 例 で は 、 第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ 及 び 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス ７ の 開 口 面 と 圧 電 素 子 １
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の 前 面 は 同 一 面 内 と す る 。 こ れ ら は 、 シ ー ル ド ケ ー ス ８ の 開 口 面 と は 間 隙 を も っ て 、 即 ち
シ ー ル ド ケ ー ス ８ の 開 口 面 よ り 低 い 位 置 に 配 置 さ れ る 。 間 隙 に は 音 響 整 合 層 の 一 層 目 １ ０
ａ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 一 層 面 １ ０ ａ 上 に は 例 え ば Ｃ Ｖ Ｄ や Ｐ Ｖ Ｄ ス パ ッ タ 又 は メ ッ キ
等 を 含 め た 膜 形 成 に よ っ て シ ー ル ド ケ ー ス ８ の 開 口 端 面 と 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 遮 蔽 膜 １
２ を 形 成 す る 。 そ し て 、 さ ら に そ の 上 に 音 響 整 合 層 の ２ 層 目 １ ０ ｂ を 形 成 す る 。 な お 、 シ
ー ル ド ケ ー ス ８ は 図 示 し な い ケ ー ブ ル の 外 皮 に 設 け ら れ た シ ー ル ド 網 線 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 圧 電 素 子 １ の 前 面 電 極 ３ ａ は 電 気 的 に 導 電 遮 蔽 膜 １ ２ に 接 触 す
る こ と が な い 。 そ し て 、 シ ー ル ド ケ ー ス ８ に 導 電 遮 蔽 膜 １ ２ が 電 気 的 に 接 続 す る の で 、 圧
電 素 子 １ が 完 全 に 電 界 遮 蔽 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 い ず れ の 方 向 か ら の 電 界 も ア ー ス 電 位 と
し て の 容 量 が 大 き な シ ー ル ド ケ ー ス ８ に よ っ て 接 地 さ れ る の で 、 Ｅ Ｍ Ｉ を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 こ こ で は 、 例 え ば 不 具 合 等 に よ る 導 電 遮 蔽 膜 １ ２ の 間 隙 か ら 微 小 な 電 界 が 侵 入 し
た と し て も 、 前 面 電 極 ３ ａ は ア ー ス 線 １ １ ａ に 接 続 す る の で 、 微 小 電 界 が 後 面 電 極 ３ ｂ に
到 達 す る こ と を 防 止 す る 。 し た が っ て 、 Ｅ Ｍ Ｉ 対 策 を 確 実 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 記 第 １ 実 施 例 で は 、 金 属 箔 ９ に よ っ て 圧 電 素 子 １ の 外 周 全 周 と 電 気 的 に 接 続 し た が 、 全
周 で は な く 一 部 が 接 続 す れ ば よ い 。 こ の 場 合 で も 、 圧 電 素 子 １ は シ ー ル ド ケ ー ス ８ と 導 電
遮 蔽 膜 １ ２ と に よ っ て リ ー ド 線 １ １ （ ａ ｂ ） と は 独 立 し て 遮 蔽 さ れ る の で 、 Ｅ Ｍ Ｉ を 抑 止
す る 。 こ の 場 合 、 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス ７ は 単 な る 樹 脂 板 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 励 振 電 極 ３ （ ａ ｂ ） は 有 効 面 積 等 を 高 め る た め に 両 主 面 の 全 面 に 形 成 し た が 、 例 え
ば 第 ２ 図 に 示 し た よ う に 、 前 面 電 極 ３ ａ を 後 面 側 に 折 り 返 し て ア ー ス 線 １ １ ａ を 接 続 し て
も よ い 。 こ の 場 合 、 第 １ 樹 脂 ケ ー ス ４ を 除 去 し て 、 圧 電 素 子 １ の 外 周 を 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス ７
の 内 周 に 接 着 剤 ５ に よ っ て 接 合 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 圧 電 素 子 １ を 分 割 し た ド ッ プ ラ ー 探 触 子 と し て 説 明 し た が 、 第 ３ 図 に 示 し た よ う に
、 例 え ば メ カ ニ カ ル セ ク タ と し て 使 用 さ れ る 円 板 状 の 単 板 で あ っ た と し て も 適 用 で き る 。
こ の 場 合 、 前 述 同 様 に 図 で は 筒 状 の 第 ２ 樹 脂 容 器 ７ に 接 着 剤 ５ に よ っ て 固 着 し て い る が 、
第 ２ 樹 脂 容 器 ７ を 除 去 し て 絶 縁 を 確 実 に し た 上 で の 接 着 剤 ５ に よ っ て 直 接 に 接 着 剤 ５ で 接
合 し て も よ い 。 こ こ で は 、 前 面 電 極 ３ ａ を 折 り 返 し て ア ー ス 線 １ １ ａ を 接 続 し て い る が 、
内 部 に ケ ー ス を 設 け る こ と に よ っ て 両 主 面 を 全 面 電 極 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 第 ２ 実 施 例 】
第 ４ 図 は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 配 列 型 と し た 超 音 波 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は
一 部 破 断 の 正 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は 側 断 面 図 で あ る 。 な お 、 前 従 来 例 と 同 一 部 分 に は 同 番 号
を 付 与 し て そ の 説 明 は 簡 略 又 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
超 音 波 探 触 子 は 複 数 の 圧 電 素 子 １ を バ ッ キ ン グ 材 １ ３ 上 に 並 べ て な る 。 バ ッ キ ン グ 材 １ ３
は 基 台 １ ４ 上 に 固 着 さ れ 、 圧 電 素 子 １ 上 に は 例 え ば 二 層 と し た 音 響 整 合 層 １ ０ （ ａ ｂ ） が
形 成 さ れ る 。 圧 電 素 子 １ の 図 示 し な い 下 面 の 励 振 電 極 は 例 え ば フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ５ の 導
電 路 １ ６ に 接 続 し て 導 出 さ れ る 。 な お 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ５ は 圧 電 素 子 １ の 両 側 か ら 千
鳥 状 に 導 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 上 面 の 励 振 電 極 は 図 示 し な い 線 路 に よ っ て 共 通 接 続 し て フ レ キ シ ブ ル 基 板 １ ５ の ア
ー ス 線 に 接 続 し て 探 触 子 本 体 を 形 成 す る 。 な お 、 符 号 １ ７ は タ ー ミ ナ ル 端 子 で あ り 、 図 示
し な い シ ー ル ド ケ ー ブ ル の 例 え ば 同 軸 線 と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
探 触 子 本 体 の 外 周 側 面 に は 、 コ ー テ ィ ン グ 等 に よ っ て 整 形 用 樹 脂 １ ８ が 設 け ら れ る 。 整 形
樹 脂 １ ８ の 外 周 側 面 に は こ こ で は 上 端 の 一 部 を 余 し て 例 え ば 銅 箔 １ ９ が 巻 回 さ れ る 。 そ し
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て 、 探 触 子 本 体 の 前 面 （ 放 射 面 ） か ら 前 述 同 様 に Ｃ Ｖ Ｄ や Ｐ Ｖ Ｄ ス パ ッ タ 又 は メ ッ キ 等 を
含 め た 膜 形 成 に よ っ て 、 導 電 遮 蔽 膜 １ ２ を 形 成 す る 。 導 電 遮 蔽 膜 １ ２ は 銅 箔 と 全 周 に お い
て 電 気 的 に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 に 、 導 電 遮 蔽 膜 １ ２ は 音 響 整 合 層 １ ０ 等 に よ
っ て 圧 電 素 子 （ 励 振 電 極 ） に 接 触 す る こ と が な い 。 そ し て 、 探 触 子 本 体 上 に 設 け た 銅 箔 １
９ に 導 電 遮 蔽 膜 １ ２ が 電 気 的 に 接 続 す る の で 、 圧 電 素 子 １ が 完 全 に 電 界 遮 蔽 さ れ る 。 し た
が っ て 、 い ず れ の 方 向 か ら の 電 界 も ア ー ス 電 位 と し て の 容 量 が 大 き な 銅 箔 １ ９ に よ っ て 接
地 さ れ る の で 、 Ｅ Ｍ Ｉ を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 他 の 事 項 】
上 記 第 １ 実 施 例 で は シ ー ル ド ケ ー ス ８ を 用 い た 分 割 板 を 含 む 単 板 の 例 を 、 第 ２ 実 施 例 で は
バ ッ キ ン グ 材 １ ３ 及 び 基 台 １ ４ を 用 い た 配 列 型 の 例 を 示 し た が 、 第 １ 実 施 例 に お い て も バ
ッ キ ン グ 材 １ ３ 及 び 基 台 １ ４ を 用 い て 単 板 型 を 構 成 で き 、 第 ２ 実 施 例 に お い て も シ ー ル ド
ケ ー ス を 用 い て 配 列 型 を 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 第 ２ 実 施 例 で は 圧 電 素 子 を 平 面 上 に 並 べ た が 、 例 え ば 基 台 の 前 面 を 湾 曲 さ せ て コ ン
ベ ッ ク ス 状 の 曲 面 状 に 並 べ る こ と も で き る 。 要 す る に 、 本 発 明 で は 超 音 波 探 触 子 の 種 類 の
如 何 に 拘 わ ら ず 、 外 周 側 面 に 設 け た シ ー ル ド 材 に 音 響 整 合 層 の 表 面 及 び 内 部 を 含 め た 前 面
か ら 導 電 遮 蔽 膜 を 設 け る こ と に よ っ て 圧 電 素 子 を 完 全 に 遮 蔽 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 圧 電 素 子 の 励 振 電 極 と は 電 気 的 に 独 立 し て 音 響 整 合 層 の 全 面 に 導 電 遮 蔽 膜 を 設
け 、 前 記 導 電 遮 蔽 膜 と 外 周 側 面 の シ ー ル ド 材 と を 全 周 に お い て 電 気 的 に 接 続 し た 構 成 と す
る の で 、 圧 電 素 子 を 完 全 に 遮 蔽 し て Ｅ Ｍ Ｉ の 発 生 を 抑 止 し た 超 音 波 探 触 子 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 説 明 す る ド ッ プ ラ ー 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の 他 の 例 を 説 明 す る ド ッ プ ラ ー 探 触 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 の さ ら に 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 超 音 波 探 触 子 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 配 列 型 と し た 超 音 波 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は
一 部 破 断 の 正 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 を 説 明 す る ド ッ プ ラ ー 探 触 子 の 図 で 、 同 図 （ ａ ） は 断 面 図 、 同 図 （ ｂ ） は
音 響 整 合 層 を 除 く 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 圧 電 素 子 、 ２ 　 遮 蔽 板 、 ３ 　 励 振 電 極 、 ４ 　 第 １ 樹 脂 ケ ー ス 、 ５ 　 接 着 剤 、 ６ 　 金 属
膜 、 ７ 　 第 ２ 樹 脂 ケ ー ス 、 ８ 　 シ ー ル ド ケ ー ス 、 ９ 　 金 属 箔 、 １ ０ 　 音 響 整 合 層 、 １ １ 　
リ ー ド 線 、 １ ２ 　 導 電 遮 蔽 膜 、 １ ３ 　 バ ッ キ ン グ 材 、 １ ４ 　 基 台 、 １ ５ 　 フ レ キ シ ブ ル 基
板 、 １ ６ 　 導 電 路 、 １ ７ 　 タ ー ミ ナ ル 端 子 、 １ ８ 　 樹 脂 、 １ ９ 　 銅 箔 ．
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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